
　平素は、山形青年会議所の運動に対し深いご理

解とあたたかいご支援を賜っております事に心か

ら感謝申し上げます。

　本年、山形青年会議所は「可能性を信じて果敢

にチャレンジ！！～未来へ繋ぐ架け橋を描こう～」

のスローガンのもと、未来のまち、未来を担う子

供たちのために、夢のある未来を描くことができ

るよう、多くの皆様よりご支援をいただきながら

活動をしております。単体の事業だけでなく、通

年を通してのプログラムなど多くの方々に参加し

ていただき、多種多様な架け橋をかけることが出

来るよう活動に邁進しております。また、私達メ

ンバーも一人ひとりが地域の輝く人材となれるよ

う、世界に広がる組織のメリットを享受し多くの

機会に真摯に向き合い、常にチャレンジ精神をもっ

て行動が出来るように会員の資質向上を図ってお

ります。

　８月には山形の夏の風物詩であります、山形大

花火大会を開催致します。本年第３８回を迎える

山形大花火大会は、会場の一部変更はございます

が、これまで通りの安全で安心な運営を目指すと

共に、これまで以上に魅力溢れる花火大会に出来

るよう、チャレンジ精神をもってメンバー一丸と

なって準備を進めております。
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　本年の大会テーマは「雅～未来へ繋ぐ架け橋～」

です。これまでも絶大なるご理解ご協力をいただ

いておりますが、雅やかな美しさと迫力ある演出

で見る人に大きな感動と笑顔を与える花火により、

観覧された皆様がやまがたを愛する心を呼び起こ

すような大花火大会を目指します。是非とも本年

も変わらぬご指導ご鞭撻のほど、心よりお願い申

し上げます。

　また、１０月には市民の皆様と共にやまがたの

文化環境の魅力向上となり、やまがたの魅力を大

きく発信できる公開例会を実施致します。ストー

リーをもたせ事業に関わった全ての方が主役にな

るよう発信力を高めながら準備を進めているとこ

ろであります。

　結びになりますが、先輩諸兄から脈々と受け継

がれてきた運動を益々発展させていくために、本

年も会員の拡大に力を注いでおります。情熱を持っ

たメンバーが新入会員として加わっていただける

ことに期待し、今から共に運動していくことを楽

しみにしております。７月の認証に向けて共に明

るい豊かな社会を目指す仲間の拡大に注力して参

りますので、引き続きのご支援、ご協力をいただ

けますようお願い申し上げます。
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　去る 4 月 18 日（火）の仮認証式において、7 名の新しい仲間を迎え入れることができました。まずはこ

の 7 名をはじめといたしまして多くの入会候補者をご紹介いただき、新入会員候補者セミナーへご案内

いただきましたこと、皆様に厚く御礼申し上げます。仮認証を受けた 7 名は現在、これからのやまがたの

未来を先導していく青年会議所メンバーとして大活躍できるよう、ＪＡＹＣＥＥとしての知識や心構

え、事業構築のプロセスなどを学んでいただいております。７月 4 日に晴れて本認証を受け、それぞれの

委員会へと配属された暁には必ずや即戦力として各事業へと積極的に参画していく人財になっていた

だくべく、会員拡大委員会が責任を持って指導させていただきますので、何卒よろしくお願いいたしま

す。また、本年度、まだまだ会員を募集いたしております。新入会員候補者セミナーも随時行って参りま

すので、引き続きのご指導ご鞭撻をよろしくお願いいたします。

・20 歳～ 38 歳までの方。

・山形市及びその周辺に居住または勤務する方。

・ＪＣ宣言並びに綱領に賛同し、行動力のある方。

・業種、職種、男女を問わず、ＪＣの理念である「明るく豊かな社会」の実現に向け活動が
できる 20 歳～ 38 歳の人が入会できます。若ければ若いほど人と人とのネットワーク
が作りやすく、沢山のことが経験できます。40 歳間近でも豊富な人生経験をＪＣ活動
に反映させ、完全燃焼するＪＣ活動も非常に有益なことです。

・入会年度は、諸経費（入会金、基金等）を含め約 10 万円程度かかります。

・その他、委員会活動内容によって会費がかかる場合があります。

会員拡大委員会より

入会資格

会員拡大委員会　委員長　丹野　覚 　６月８日（木）～１１日（日）の期間におきまして２０１７ＡＳＰＡＣウランバートル大会がシャングリ・ラ

ホテル・ウランバートルを主会場に４日間の日程で開催されました。

　１０日のランチでは、シスターＪＣでもあります香港シティレディＪＣのメンバーと総勢１６名にて笑顔

溢れる合同ランチョンを行い更なる友情と絆を深めてまいりました。

　また、ジャパンナイトでは「夏祭」をテーマにＬＯＭブース の出展を行いました。ＬＯＭブースでは山形の

お米「つや姫」の米粉を使った山形オリジナルのお菓子の提供や「やまがた」の魅力を伝えるグッズやパンフ

レットを配布し、我が町「やまがた」のＰＲを致しました。さらに、さくらんぼーしやターポリンをつかった写

真撮影などで、活気横溢な交流が盛んに行われ、世界各地で活躍する数多の同志へ「やまがた」を広く周知でき

たのではないかと存じます。

　そして、大会最終日の総会Ⅲでは２０１９年度ＡＳＰＡＣ主管開催地に韓国・済州が決定しました。

　また、ＧＡＬＡではＡＳＰＡＣフラッグが２０１８年の開催地である我が国の鹿児島へ引き継がれました。

　最後に、ＡＳＰＡＣウランバートル大会の参加にあ

たり多くの国内外の同志たちとのふれあいを通じ、国

際感覚の涵養や友情関係の醸成により、新たな自分を

見いだし成長させていただいたことや更なる絆が作れ

たことに感謝・御礼申し上げ２０１７ＡＳＰＡＣウラ

ンバートル大会の参加報告とさせていただきます。

JCI ASPAC ウランバートル大会

参加報告 渉外支援委員会　委員長　竹永倫之

　「昇龍会」は干支が辰年の山形 JCOB が毎年一度開催している親睦会です。

私たちが JC を卒業する少し前に、昭和 3 年生まれ「三辰会」の高橋倫之助先

輩から、年に一度、昭和 15 年生まれの「ドラゴン会」と集まっているのだが、

君たちも卒業の暁には参加してはどうかとのお誘いから始まりました。

　当時「三辰会」には倫之助先輩のほか、故浅黄慶一先輩、故大沼健一先輩な

どがいらっしゃいました。　「ドラゴン会」は活動が大変活発で、いまでもほぼ毎月七日町の「白ぎく」に集

まっているようです。故朝倉宗一先輩が大統領と呼ばれ、取りまとめ役でした。この学年は綺羅星のごとく先

輩がいらっしゃって、春の花見にお誘いいただいたこともあり、故三浦新先輩も山形銀行頭取時代、一会員と

して参加しておられる姿に敬服したものです。現在でも渡部政紀先輩や鎌形昭先輩、三沢康二郎先輩、田中靖

男先輩が毎年参加されています。そして私たち昭和 27 年生まれの「龍の会」です。誕生日がくると 65 歳にな

るのですが、まだまだ存命の人間がそろっており、毎回７～８名参加しています。

　昭和 39 年東京オリンピックの年に生まれた「お辰謝会」彼らは今年 53 歳まだまだ元気で、毎年 10 名前後

参加しています。

　そして本年、昭和 51 年生まれの「GO―会」が卒業され「昇龍会」に参加し、５世代の会となりました。

　昨年集まった折、来年は新しい学年が入ってくること、倫之助先輩が米寿をお迎えになっているので、是非

お祝いを申し上げ一緒に写真を撮れないだろうかという話になり、今年の 1 月 28 日にそれが実現し「文翔

館」で記念写真を撮ることができました。倫之助先輩もお元気で満面の笑みを湛え、大変喜んで頂けました。

　その後、恒例の宴会に倫之助先輩はご高齢のた

め参加されませんでしたが、孫の年ほど離れてい

るメンバーが和気あいあいと懇親を深め大いに楽

しみました。「昇龍会」は私たちの宝です。これから

も毎年 1 月の最終土曜日に「白ぎく」に集まり続

け楽しみます。

「昇龍会」というもの 龍の会 ( 平成 4 年卒業 )　矢野秀弥
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第 38 回山形大花火大会 PR

　今年の目玉は何といっても、初の設営となる「ウォー
タースクリーン」を用いた打ち上げ花火の演出です。山
形の夜空に音と映像と花火のコラボレーションで、雅ら
かでいながらも豪壮な大輪の華を咲かせます。加えて、
ナイアガラ花火でサブタイトル～未来へ繋ぐ架け橋～
を表現し、皆様に感動と夏の思い出をお届けしたいと考
えております。ステージイベントは郷土で活躍する方々
を迎え、打ち上げ開始までのひと時を楽しんでいただけ
るような企画を実施いたします。これまで諸先輩方が築
かれた伝統を引き継ぎながら、新たな試みへの挑戦を続
けていく所存です。また、７月２７日には「お天気祭り」
を開催いたします。今年の花火が晴天の夜空に輝くこと
ができますよう、多数の方々のご参加をお待ち申し上げ
ております。

　第３８回山形大花火大会のテーマは『雅（みやび）～未来へ繋ぐ架け橋～』です。

　毎年８月１４日に開催される山形大花火大会は歴史を重ねる中で、山形の夏の風物詩と

して市民・県民のみならず広く東北にも認知され、多くの皆様に愛される大会となりまし

た。本年の大会テーマである「雅（みやび）」は、繊細で鋭敏な感受性によって見出された優雅

な洗練された情趣美のことを意味します。そして、本年は、ウォータースクリーンを導入し、

壮大な打ち上げ花火と映像のコラボレーションにより、観覧される皆様には、機微に富んだ

深い感動と満面の笑みをお届けすることができるものと考えております。また、「未来へ繋ぐ懸け橋」という意

味合いを込めて、「ナイアガラ花火」を実施します。

　我々は、皆様に特別な時間を提供できますよう、大会構築に向け鋭意取り組んで参ります。皆様の協力なく

して山形大花火大会が成り立つことありません。

　どうぞ、第３８回山形大花火大会『雅（みやび）～未来へ繋ぐ架け橋～』をよろしくお願い致します！

総務企画部会

・協賛金募集拡大について

　青年会議所メンバーのみならず、卒業されたシニアの
　方を含め、数多くの企業様へ直接訪問を呼びかけ、協賛
　額に応じた各企画を提案し、拡大に努めております。

・協賛・募金活動について

　ふるさと納税・クラウドファンディング・インター
　ネット募金・LINE スタンプの販売を行います。
　街頭募金の際は、５００円の募金をいただいた方に、有
　料会場入場券を１枚進呈します。

募金箱を山形市内コンビニ各所、蔵王温泉各所、山形青年
会議所公開例会、他募金箱を随所に設置し、多くの市民の
皆様より広く募金を行います。

＜募金活動＞

・６月１７日（土）第６回さくらんぼ祭り七日町通り
・７月１７日（月・祝日）七日町周辺・山形駅コンコース
　（西・東）
・特別さじき席販売について

実施期間は、平成２９年７月１日～８月１３日
販売場所は、ヤマザワ宝くじ夢売場・電子チケットイー
プラス・電子チケット楽天

渉外部会

　山形中央インター産業団地内への企業進出および山
形駅西口の文化拠点施設着工に伴い、警備動線、バス・
タクシープールが変更になっておりますのでご確認く
ださい。

１．シャトルバスの発着場が昨年と変更になりました
　のでご確認下さい。

＜行き＞

・霞城セントラル　　　　⇒　産業団地、協同の杜
・ビッグウィング　　　　⇒　産業団地
・あかねヶ丘陸上競技場　⇒　協同の杜
・工業技術センター　　　⇒　協同の杜

＜帰り＞

・産 業 団 地　⇒　霞城セントラル、ビッグウィング
・反田バス乗り場　⇒　霞城セントラル、ビッグウィング
・協 同 の 杜　⇒　霞城セントラル、あかねヶ丘陸上
　　　　　　　　　 競技場、工業技術センター

２．タクシー乗降場は昨年同様となります。

・農業振興公社タクシープール（昨年同様）
・反田タクシープール（産業団地東側）

警備交通部会

部会長　後藤寛典

部会長　三浦真守

　第３８回大会は有料会場が４会場、無料会場が２会
場になります。

　今回産業団地造成工事に伴いまして会場変更等ござ
いますが、安心安全な会場設営を徹底し観覧者の皆様
に感動いただけるよう尽力して参ります。

①特別桟敷会場…反田橋東側にあるメイン会場になります。

②有料反田会場…反田橋西側にある会場です。

③有料反田特別席…有料反田会場の南側に今回新設する会
場になります。

④有料協同の杜会場…協同の杜グランドの有料協賛席にな
ります。

⑤無料協同の杜会場①…山本学園野球場の南側の会場にな
ります。

⑥無料協同の杜会場②…無料協同の杜会場①の南側の会場
になります。

設営防災部会 部会長　向田竜也

部会長　奥山竜士

花火大会特別委員会
特別委員長

手塚孝樹
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第 38 回山形大花火大会 PR
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　未来開発委員会では、本年度青少年育成事業として、山形市内の中学校と高校に通う学生

を対象に、「Ｔｈｉｎｋｉｎｇ！やまがた！～仲間とともにやまがたを学ぼう～」を行いま

す。当該事業では“ 動画づくり ”を通じて、様々な方々とコミュニケーションを図りながら

やまがたの文化や伝統を調べ、これからのまちづくりを考えてもらう機会を提供して参ります。また、完成し

た動画は山形市内の各所で放映し、山形市民や観光客の皆様に見ていただき、やまがたのまちの魅力と私た

ちの運動を発信していくことを予定しております。

　去る 5 月 20 日には、山形テルサにおいて当該事業に参加を希望される学生の皆様に対してを開催し、行

い、プログラムに参加される学生、保護者の方に参加いただき、当該事業の趣旨と内容を説明させていただき

ました。また、東北芸術工科大学より松村茂氏をお招きし、「多方面な角度から見えるやまがたの良さ～今本

格的に地方のよさが見直される～」と題しまして、講演をしていただきました。違った角度からやまがたの良

さを見つめ、当該事業のＰＲとやまがたのまちの魅力を考えるヒントをいただけた内容で、お話ししていた

だきました。

未来開発事業「Thinking! !ヤマガタ」のご案内

未来開発委員会　委員長　落合康弘
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　日頃より山形青年会議所の活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

　さていよいよ山形の夏の風物詩であります山形大花火大会の開催が近づいてまいりました。当日に向け、 

関係各所と入念な打ち合わせを重ねております。これまで多大なるお力添えをいただいております先輩諸

兄におかれましては、何卒変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。これからも私たちの活動

や 想いを「蔵王」を通じて発信して参ります。

　9 月 2 日（土）、3 日（日）において東北青年フォーラムｉｎ奥州が岩手県水沢ＪＣの主管によって２日間の
日程で行われます。「東北人のアイデンティティに基づく市民意識の喚起」を大会テーマに、地域再興を考える
機会を創出し、東北各地にコミュニティデザインの構築を推進する契機とすることを目的とした大会になって
おります。気づきと学びを得られるこの大会へ多くのメンバーよりご参加いただきます様よろしくお願いいた
します。

編集後記

2017 年 6 月 15 日発行　発行責任者　武田　靖裕　編集責任者　小林　一也　編集　魅力発信委員会

東北青年フォーラム in 奥州のご案内

　９月５日（火）、蔵王カントリークラブにおきまして、山形ＪＣじゃがいもクラブゴルフコンペが開催されます。当
コンペはＪＣシニアクラブの先輩の皆様と共に汗をかき、山形ＪＣの濃い繋がりを実感することのできる、貴重な機会
となっております。
　平日の開催となりますが、本年はこれまでになかった、シニアの先輩と現役メンバーの対決イベント等様々な企画を
準備しております。なお、ゴルフに参加できないメンバーも交流を深めることができるよう、表彰式を兼ねた懇親会も
開催されます。後日、改めてご案内を送付させていただきますが、先輩諸兄・現役メンバーの皆様より多くのご参加を
いただければ幸甚です。

会員交流委員会　委員長　庄 司 哲 也じゃがいもゴルフコンペのご案内

 

 

　9 月 28 日（木）～ 10 月 1 日（日）の日程で、第 66 回全国大会埼玉中央大会が埼玉中央ＪＣ主管のもと、
埼玉県さいたま市で開催されます。
　「運命共同体」を大会テーマに掲げ、自覚と気概の溢れるＪＡＹＣＥＥがさいたまの地に一堂に会し、「夢の力」
を体感することで、運命共同体という「和」の国柄を再認識し、１つの目標に向かって未来への夢を描き歩み
始ることを目的とした大会になります。
　また、これまでＪＣでご活躍されてきた卒業生の晴れ姿を全国の現役メンバーで称え、一生涯ＪＡＹＣＥＥ
として誇りを抱き続けていただけるよう多くのメンバーよりご参加いただけますようお願い申し上げます。

第 66 回全国大会埼玉中央大会のご案内

　１１月６日（月）から１１月１０日（金）の５日間、２０１７ＪＣＩ世界会議アムステルダム大会がオラン
ダはアムステルダムの地で開催されます。本年度の大会テーマを「ＷＥＤＯ ２０３０！」とし、政府機関、企業、
地域社会と協力して革新的でチャレンジングなプログラムを創造する大会になっております。総会、各種セミ
ナー、アワード、各国ナイト、ＧＡＬＡなどのファンクションを体感できる機会となりますので、是非とも多く
のメンバーよりご参加頂きます様お願い申し上げます。

世界会議 in アムステルダムのご案内

　７月 22 日（土）～７月２３日（日）の日程で、サマーコンファ レンス２０１ 7 が横浜市パシフィコ横浜に
て開催されます。日本に良循環を巻き起こすサマコンをコンセプトに開催される今年のサマコンテーマは「日
本を変えるのはオレたちだ！！」。参加者の皆様が、日本の明るい未来像を思い描き、パッケージ化された政策
を持ち帰り、自分自身が日本ＪＣと共にこの政策を実施していくことで、日本を変える運動が全国に広がり、
誰もが夢を描ける日本への回帰を実現するために開催されます。
　姉妹締結 52 年目となる倉敷ＪＣとの合同ＬＯＭナイトも開催されますので、多くのメンバー よりご参加い
ただけますようお願い申し上げます。

サマーコンファレンスのご案内

【日　　時】　　　　　２０１７年９月５日（火）　８：０８プレースタート

【会　　場】　　　　　蔵王カントリークラブ

【懇親会・表彰式】　　Ｒｉｔｚ Ｇａｒｄｅｎ　１７：３０～


